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１．活動が必要とされた状況

 昨今マスコミでも報道される「ＳＤＧｓ」という言葉。「エスディージーズ･･･なんとな

く聞いた気がする」「政府や自治体、大企業がやることでしょ」といった声が聞こえてしま

う･･･。 

 そんな現状に一矢報いるために「ＳＤＧｓ

は地球に住む人間だけではなく、生きとし生

けるもの総ての命を繋ぐもの」で、きょうか

らでも、ひとりひとりが取り組むべきものだ

ということを、誰にでも分かりやすく説明す

るために漫画化してはどうだろうか･･･とい

う無謀とも思える挑戦を実践する必要を感じ

たのです。 

２．活動の内容

（実施時期、参加人数、活動内容など）

 30 年度下期の挑戦は、秋の市民まつりなど

のイベントで、漫画作成者の募集からはじめ

ました。「ＳＤＧｓ」という言葉のハードルは

高く、応募者が集まらないまま冬を迎えてし

まいました。市内高等学校、中学校などへ直

接足を運び、美術部などに声を掛けなんとか、

吉川東中学校の美術部の生徒さんが参加して

くれる運びとなりました。 

３．活動の成果

 ただ漠然と「ＳＤＧｓ」の意味を広報するよりも、「漫画化するのでご協力を」といった

広報活動をすることで、今まで環境に対する認識をあまり持っていなかった方々にも興味

を持って、耳を傾けて頂けることが分かりました。 

 地球温暖化防止などに声をあげている人々だけで、地球の未来が変えられる時代ではな

いので、新しい試みをすることが大切なのだということを改めて認識することが出来まし

た。 

４．今後に残された課題

 一般の皆さまに「ＳＤＧｓ」という言葉が、これほどまでに認識されていないことに驚

愕しました。昨年夏、今冬の異常とも言える高温は、地球の悲鳴に違い無いと感じています。 

 地球温暖化を含め、人間が地球を席巻した後の地球環境の悪化を食い止めるためにも「Ｓ

ＤＧｓ」に対する認識を、ひとりでも多くの皆さまにご紹介並びに具体的な実践を促す活

動を続ける必要があります。今後も、「漫画」の続編を作成すると共に、この「ＳＤＧｓ」

広報活動を続けていきます。 
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